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引地橋西

川べりの遊歩道

楽

養命寺　　12　

参
道
の
松
並
木 44

柏山稲荷神社

県道藤沢厚木

県道伊勢原藤沢

茅ヶ崎駅前

309
●
●

●
●

1

藤沢インター

横浜湘南道路（事業中）

43

城南

44

歌川広重の傑作「東海道五十三次名所図会七、藤沢」
で、“南期の松原左不二”として描かれているように、
京へ向かう場合の東海道で概ね道の右側に見える筈
の富士山が、鳥井戸橋のあたりでは、道の左側に見え
るという景色が展開します。江戸後期の道中記などに
しばしば南湖の左富士が登場します。

東海道
知っ得
瓦　版

東海道
知っ得
瓦　版南湖の左富士

茅ヶ崎の茅ヶ崎の
イベントイベント情報情報
茅ヶ崎の

イベント情報
●大岡越前祭（浄見寺及び茅ヶ崎駅周辺／４月中旬）　
名奉行大岡越前守忠相の菩提寺で知られる浄見寺での墓前祭や越前行列な
ど、様々な催しが繰り広げられています。大正元年（１９１２年）にはじまった
大岡忠相を顕彰する祭で、関東大震災などで中断した後、昭和３１年に復活
し、春のビッグイベントとして現在まで続いています。
●湘南祭（サザンビーチちがさき／4月下旬）
●浜降祭（西浜海岸／７月海の日）
茅ヶ崎市、寒川町の神社の神輿三十数基が西浜海岸に集まり、みそぎを行い
ます。神輿を担いだ担ぎ手が荒 し々く海に入る様子は圧巻です。
●サザンビーチちがさき花火大会（サザンビーチちがさき／８月上
旬）
●なんでも夜市（中央公園／８月上旬）
●茅ヶ崎市民ふれあい祭り（中央公園／１１月３日）
●ちがさきレインボーフェスティバル（県立茅ヶ崎里山公園/11月上旬）

※開催日時等は都合により変わる場合もありますので、主催者または市へご

今
も
昔
も
潮
風
香
る

茅
ヶ
崎
の
茶
屋
の
賑
わ
い
。

藤沢宿川べりの遊歩道
「水と緑と人」との調和を図った
引地川沿いの遊歩道。公園もあ
わせて作られ桜並木も点在し、
憩いの場となっています。

東海道東海道
現　代現　代
遊楽帖遊楽帖

東海道
現　代
遊楽帖

円蔵寺
えんぞうじ4
慶安２年（１６４９年）、徳川家光
から朱印状が与えられており、江戸
時代には１３の末寺を持つ中本
山。

鶴嶺八幡宮
つるみねはちまんぐう5
伝説では平安時代後期に、矢畑に源頼義が創建。その
後、現在地に遷座したといわれています。市内最古の神
社で、境内にあった佐塚明神社では、江戸時代旧暦6月29
日には、南湖の浜へ御輿の浜降りが行われていました。

上国寺
じょうこくじ7
江戸時代の地誌『新編相模国風土記稿』には、
鎌倉後期の応永4年（1397年）に没した大乗院
日経という僧がこの寺を開いたと記されてい
ます。本尊の日蓮上人木像は永正11年（1514
年）の銘を持っています。

信隆寺
しんりゅうじ8
寛永元年（１６２４年）、甲斐武田
氏の流れを汲む武田信就が先祖の
菩提を弔うため創建しました。出家
した信就は信隆院日閑と名乗り、寺
名としました。寛永元年の銘が刻ま
れた鰐口が伝わっています。
　　　　

本願寺
ほんがんじ11
明暦２年(１６５６年)の創建と伝
えられています。山門のそばに双体
道祖神塔や馬頭観世音菩薩像など
があります。

養命寺
ようめいじ12
御本尊の木造薬師如来坐像は国の重要文化財です。
ほかにも日光・月光菩薩像や十二神将など仏像や石
造物が数多く残っています。

耕余塾跡
こうよじゅくあと13
漢学者の小笠原東陽は読書（とくしょ）院を設立
し、塾教育を進め、明治１0年（１８７7年）、塾
名を耕余塾と改めました。県下有数の中等教育
機関で、後の首相吉田茂などを輩出し、現在は
勝海舟筆の「小笠原先生碑」が立っています。

千手院
せんじゅいん1
本尊千手観音が有名で、境内には稲荷明神
堂が建立されています。浜降祭では御輿が境
内を練り浄める祭事も行われています。

熊野神社
くまのじんじゃ2
旧小和田村の鎮守で、京都の高位
の公家が東下り中に菱沼にあった
牡丹餅茶屋で休憩し「相模なる小
和田の浦の姥島は誰をまつやらひ
とり寝をする」と詠んだ歌碑があり、
姥島（烏帽子岩）の帰属をめぐる伝
説が残っています。

海前寺
かいぜんじ3
藤沢市大庭・宗賢院の記録では、天
正１９年（１５９１年）創建。江戸
初期の茅ヶ崎村領主で旗本、丸毛
家の菩提寺となりました。

旧相模川橋脚
大正１２年（１９２３年）に起きた関東大震災によって、水田の地
中より木柱が出現したもので、歴史学者　沼田頼輔によって鎌倉
時代に相模川に架けられた橋であると考証されました。平成の保
存整備では、１０本の橋脚のほかに新たに土留め遺構があること
がわかったほか、地震による液状化現象も観察されています。
また、この橋には
源頼朝が渡り初
めをした後に落
馬したという話も
伝わっています。

東海道東海道
現　代現　代
遊楽帖遊楽帖

東海道
現　代
遊楽帖

　

藤
沢
、平
塚
宿
の
間
で
賑
わ
っ
た
こ
の

地
は
、三
ヵ
所
の
立
場
が
あ
り
ま
し
た
。

四
谷（
四
家
）、菱
沼（
牡
丹
餅
）、南
湖
の

各
立
場
で
す
。中
で
も
南
湖
の
立
場
は
茶

屋
町
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
大
き
な
立
場

で
、十
七
世
紀
後
半
に
は
成
立
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
て 

ば

ウォーキングの疲れを
                  明日に残さないために
　ウォーキングを続けていくと、やはり疲れが溜まってしまいます。明日
も元気に、気持ちよく歩けるように、体のケアを忘れずに。

マッサージで足のケア
　足のマッサージは心臓から遠い順に足の裏→甲→アキレス ・ふく
らはぎ→ふとももと行っていきましょう。この順で行うことで、血行やリ
ンパの流れが促進されます。指圧の加減は、「痛いけど気持ちよい」程
度の力で呼吸に合わせて押していきます。

朝起きて一番にストレッチ
　疲れにくい体をつくるために、１日おきを目安に朝のストレッチを習
慣化することによって、体の柔軟性が向上します。また、疲労回復や痛
みの緩和・予防にもつながります。

　

慶
長
六
年（
一
六
〇
一
年
）、徳
川
家
康
が
東
海
道
に
宿
駅
伝
馬

制
度
を
定
め
、街
道
の
整
備
を
始
め
て
か
ら
四
百
年
あ
ま
り
も
の

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　

慶
長
九
年（
一
六
〇
四
年
）に
は
、江
戸
日
本
橋
が
五
街
道
の
起

点
と
な
り
、そ
の
後
、五
街
道
を
中
心
に
一
里
塚
や
並
木
な
ど
の
施

東
海
道
四
百
年
の

歩
み
を
踏
み
し
め
る

設
が
次
々
と
整
備
さ
れ
、東
海
道
は
日
本
を
支
え
る
大
動
脈
と
し

て
、人
・
物
・
文
化
の
交
流
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
運
ん
だ
東
海
道
、こ
の
道
を
歩
き
、踏
み

し
め
、
道
が
果
た
し
て
き
た
役
割
、こ
れ
か
ら
の
姿
を
見
つ
め
ま

大山道道標14 おおやまみちどうひょう

東海道が藤沢バイパスと合流する地点
は四ツ谷といい、立場茶屋がありました。
小堂があり石造の不動明王が安置され
ています。右に大山道の一の鳥居が立っ
ています。

茅ヶ崎
梅雲寺
ばいうんじ6
明治１９年（１886年）の『皇国地
誌』には、慶長４年（１５９９年）
に、寺名の由来となった広誉梅雲と
いう僧が開いたと伝えられていま
す。

名所・史跡3旧東海道 宿内 一般国道 主要地方道 県道 有料道路 トイレ 公園 駐車場 その他のポイント 東海道現代
遊楽帖 観光案内所地図の凡例 楽

宿場マップについて
　東海道には５３の宿場が（神奈川県内では９宿）ありました。これらの宿場
は旅の宿として繁盛し、現在もその周辺には当時の名残をとどめる史跡や名
所が数多く残っています。そこで、このマップでは道中の見どころや自然、行事
などを広く網羅して、歩きながら東海道の“むかし”と“いま”が楽しめるように
神奈川県内の９宿を５冊に分けて編集しています。
　なお、表示していますルートは概ね旧東海道に沿ったウォーキングルート
であり、実際の旧東海道とは異なる場合があります。

現在の道を守っています
　かつての東海道は、現在国道1号や15号として、人の移動や物流を
支えています。横浜国道事務所ではこれら神奈川県内の主要な国
道（神奈川県内の国道延長の約4割にあたる約２５６km）を管理して
います。道路を安全で快適に使っていただくために、日々 の点検やパト
ロールをはじめ、道路構造物の補修や修繕、清掃作業などを行って

新湘南バイパス
藤沢バイパスと西湘バイパスを
一つにつなぎ、湘南地域の渋滞
緩和を図るほか、さがみ縦貫道
路、横浜湘南道路と連絡し、広域
幹線道路網を形成する道路で
す。藤沢ICから大磯IC（仮称）まで
の15.1kmのうち、藤沢ICから茅
ヶ崎海岸ICまでの9.6kmが開通
しています。

西久保JCT（仮称）付近

さがみ縦貫道路（事業中）さがみ縦貫道路（事業中）さがみ縦貫道路（事業中）

新湘南バイパス新湘南バイパス新湘南バイパス
至 藤沢IC方面至 藤沢IC方面至 藤沢IC方面

至 茅ヶ崎西IC方面至 茅ヶ崎西IC方面至 茅ヶ崎西IC方面
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化粧井戸 2
一里塚（化粧坂）

旧東海道松並木

新島襄
終焉の地

6
1

化粧坂

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

大磯中学校前
●●●

橋東東東

平成の一里塚

東海道
宿場探訪マップ

てくてく
東海道
宿場探訪マップ

てくてく

平塚の平塚の
イベントイベント情報情報
平塚の

イベント情報

●湘南ひらつか七夕まつり（平塚市／７月上旬）　
湘南地域に位置する平塚市で開催される日本有数の七夕まつり。大型で豪華
な七夕飾りが中心街を埋め尽くし、毎年多くの観光客が訪れます。
●湘南ひらつか花火大会（湘南潮来／7月下旬又は8月）
夏の夜の風物詩。爽快感いっぱい。
●平塚市緑化まつり（総合公園／4月下旬）
●湘南ひらつかシロギス沖釣り大会（４月上旬）
●湘南ひらつかビーチカーニバル
　（湘南ひらつかビーチパーク／７月上旬～８月下旬）

※開催日時等は都合により変わる場合もありますので、主催者または市へご確認くだ
　さい。

　

平
塚
は
古
く
よ
り
、東
海
道
か
ら
奥
州
道
・

八
王
子
道
な
ど
へ
の
分
岐
点
で
、相
模
各
地
か

ら
の
物
資
や
人
の
交
流
が
盛
ん
で
、交
通
の
要

所
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

平
塚
宿
は
江
戸
方
よ
り
十
八
軒
町
、二
十
四

軒
町
、東
仲
町
、西
仲
町
、柳
町
の
五
町
か
ら
構

成
さ
れ
ま
す
。こ
の
う
ち
、二
十
四
軒
町
は
加

宿
平
塚
新
宿
か
ら
二
十
四
軒
が
移
住
し
て
、こ

の
名
が
付
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
も
平
塚
宿
に
は
そ
の
跡
を
し
の
ぶ
史

跡
や
石
碑
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平塚市博物館
相模川流域の自然と文化をテー
マにしたさまざまな展示物で構
成されています。3階にはプラネ
タリウムもあります。

東海道東海道
現　代現　代
遊楽帖遊楽帖

東海道
現　代
遊楽帖

　

化
粧
坂
付
近
の
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左義長
大磯海岸で毎年１月中旬に道祖神の大きな「サイ
ト」が９箇所で立ち並び、盛大な火祭りが行われ、
団子など焼いて無病息災を祈ります。国指定重要
無形民俗文化財として伝承されています。

東海道東海道
現　代現　代
遊楽帖遊楽帖

東海道
現　代
遊楽帖

旧東海道松並木
県内有数の今に残る旧東海道松並木で樹齢
300年を超える松も残り、昔日の姿を残していま
す。当時の旅人の道しるべや夏の日よけ、冬の
寒風よけや休息の場にもなったことでしょう。

東海道東海道
現　代現　代
遊楽帖遊楽帖

東海道
現　代
遊楽帖

日本最初の海水浴場
明治１８年（１８８５年）に陸軍軍医総監を歴任した松
本順の尽力により、東日本最初の海水浴場として開設さ
れました。現在は松本順を顕彰した碑が建立されていま
す。また、近くの岩場は「アオバト」の飛来地としても有名
です。

東海道
知っ得
瓦　版

東海道
知っ得
瓦　版

照ヶ崎海岸

平塚の塚
ひらつか　  つか10
桓武天皇の孫・高見王の子、平政子
が東国へおもむく途中、この地で亡
くなったため、塚がつくられ、それ
がいつしか平らになったために「平
塚」と呼ばれるようになったといわ
れています。

平塚八幡宮
ひらつかはちまんぐう1
かつては相模国八幡庄の総鎮守で、
今は平塚新宿・馬入・八幡地区の鎮
守です。祭神は応神天皇、神功皇后、
武内宿禰命の三柱。

お初の墓
    はつ　 はか 11
旧廣蔵寺墓地にあります。
歌舞伎「加賀見山旧錦絵」
の義女「お初」のモデルとい
われる「松田たつ」の墓。か
たわらに昭和１０年に建立
された顕彰碑があります。

お菊塚
きくつか2

紅谷町公園の一角に
あります。怪談「番町皿
屋敷」に登場する菊女
の墓跡に、昭和２７
年、有志によって建碑
されました。

春日神社
かすが じんじゃ12
平塚本宿の鎮守。祭神は天児屋根命
で、建久２年（１１９１年）に源頼朝
が勧請し、もとは「黒部宮」といい、海
岸近くにありましたが、津波の被害
を受け、柳町の地に移ったといわれ
ています。

平塚の里歌碑
さとか  ひ4

市民センター中庭に、文明１２年
（1480年）『平安紀行』の作者が上
洛の途次、平塚の地を詠じた平塚
の里歌碑があります。昭和３２年に
東京都から江戸城の石垣と井戸枠
を贈られ、平塚の里歌碑はこの石
垣でできています。

教善寺
きょうぜん   じ13
本尊の聖観世音立像は祈願すると、眼
病平癒に効果ありといわれています。

江戸口見附の跡3 え   ど くち  み つけ     あと

慶長６年（１６０１年）、東西の入
口の街道を挟んだ両側に見附が構
築され、東側の入口のものを江戸
口見附といいました。

薬師院
やく し  いん14
弘法大師がこの地で、喉が渇き、村人
から恵んでもらった水のお礼に、地
面を突いたところ、清水が湧き出たと
いわれています。その地に建立され
たことから薬師院は「清水の寺」とも
呼ばれています。

高来神社
たかく  じんじゃ1
明治以前には高麗寺山頂に高麗権
現社が祀られていました。下社には
本地仏として定められた千手観音が
祀られ、神仏習合の地でした。明治
以後、神仏分離により、神は高来神
社に、仏は慶覚院に納められていま
す。

高札場跡
こうさつ ば あと6
二十四軒町にあった平塚宿公用の掲
示板が置かれた場所です。日本橋から
の距離を測るポイントとされていまし
た。

化粧井戸
けしょう い   ど2
化粧坂付近に住んでいた虎
御前（曽我十郎の妻）が、朝夕
この井戸の水を汲んで化粧し
ていたことから、この名がつ
いたといわれています。

小島本陣跡
こ じま ほんじんあと3
大磯宿の代表的本陣で、明治元年
（1868年）の東幸にあたり、明治天皇
の御宿泊所となりました。

本陣旧跡
ほんじんきゅうせき8
天保１４年（１８４３年）当時の本陣
は総ケヤキ造りで建坪は１６３坪、座
敷数が２０もあり、門は乗馬したまま
出入りができるよう、高くできていまし
た。

延台寺
えんだい  じ4
元は法虎庵と称した
虎御前の草庵。日道上
人が旅の途中に一夜
の宿をとられ、この庵
の荒廃を嘆き、開山し
ました。寺には、曽我
十郎の「身代わり石」と
される「虎御石」があり
ます。

地福寺
じ  ふく  じ5
弘法大師坐像や地福寺文書があり
ます。境内には島崎藤村の墓があ
り、その隣には静子夫人の墓があり
ます。

新島襄終焉の地
にいじまじょうしゅうえん　    ち6
明治の三大教育家と知られる同志
社の新島襄は、大磯の旅館百足屋
で４７歳の生涯を閉じました。徳富
蘇峰の筆による碑が、かつて百足
屋の玄関だったところに門下生に
よって建てられています。

鴫立庵
しぎたつあん7
西行法師が詠んだ「心なき身にもあ
われは知られけり、鴫立つ沢の秋の
夕暮れ」という名歌はここからの風
景を詠んだものといわれています。
後に崇雪が西行を慕い訪れ、「湘南
清絶の地」と絶賛し、草庵を結びまし
た。

大磯の大磯の
イベントイベント情報情報
大磯の

イベント情報
●左義長（大磯北浜海岸／１月中旬夜）
正月の書き初めなどを燃やし団子を焼いて、無病息災を祈る道祖神の祭です。
●白岩神社の歩射（白岩神社／３月上旬）
馬に乗って行う“やぶさめ”とは違い、歩いて的を弓で射ます。
●国府祭（六所神社、神揃山／５月５日）
千年以上の伝統を持つ、五穀豊穣、民業繁盛を祈願する祭り。美しい鷲の舞や座問答な
どが行われます。
●御船祭（高来神社／７月第3日曜日）
山車の上に美しい船形を組み立てた“飾り舟”の上で漁師が木遣唄を歌います。
●虎御石まつり（延台寺／５月第4日曜日）　曾我兄弟ゆかりの祭り。
●高麗の山神輿と植木市（高来神社／４月中旬）
●大磯宿場まつり（１１月上旬）
●大磯西行祭（鴫立庵／３月最終日曜日）
西行法師を偲び、西行像に献香・献花、俳句・短歌の朗詠披露が行われます。
●島崎藤村忌（地福寺／8月22日）
破戒、夜明け前等の名作を残した文豪島崎藤村を偲び回向、献香・献花が行われます。
※開催日時等は都合により変わる場合もありますので、主催者または町へご確認ください。

東組問屋場跡
ひがしぐみ  とん    や     ば   あと7
慶安４年（１６５１年）に八幡新宿
が加宿されたときに、八幡新宿の二
十四軒町に増設された問屋場で、
八幡新宿（後の平塚新宿）が経営に
あたりました。
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西組問屋場跡
にしぐみとん  や  ば あと9
慶長６年（１６０１年）、伝馬制度が
はじまった時、西仲町北側に置かれた
平塚宿の問屋場です。参勤交代が定
められ、次第に人と物資の往来が多く
なり、慶安４年（１６５１年）に東組
問屋場が設立され、交互に伝馬業務
を勤めるようになりました。

脇本陣跡
わきほんじんあと5
天保年間に、西仲町にあった脇本
陣が二十四軒町北側の地に移りま
した。宿内唯一の脇本陣です。

旧島崎藤村邸
きゅうしまざきとうそんてい8
「破戒」などの名作を残した文豪島
崎藤村が左義長を見て、大磯を気
に入り、７１歳で永眠するまでの２
年半をこの場所で過ごしました。

大磯宿
今
も
変
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な
い

美
し
い
松
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木
が
、

旅
人
を
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く
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宿
。

横浜国道事務所では、現在の国道1号・15号（一部区間を
除く）をはじめとした、神奈川県内の主要な国道を管理し、
皆さまの安全・安心な道路利用のために道路の維持・修
繕などを行っています。

～路面・側溝などの清掃～
　道路を利用する方の安全な
通行を確保するため、支障とな
る道路上の土砂・塵埃や落葉
等を除去するために清掃作業
を行っています。

路面清掃車による清掃

歴史街道「ぶらり大磯」（Slow Life In Oiso）
　歴史街道「ぶらり大磯」（Slow Life In Oiso）は、日本風景街道※に登録されたルートの一つで、地産地消を
奨励し、”ゆっくり・ゆったり”したこれからの生活様式を提唱するため【Slow Life In Oiso】を掲げ、旧東海道を
会場に、「自然遺産を活かしたまちづくり」の一環とした「宿場まつり」の開催や、東海道松並木に水仙を植栽
するなど「花」を生かした整備を行うなど、積極的な地域づくり活動を町全体として取り組んでいます。

※日本風景街道については、Steｐ２をご参照ください。

ボランティア・サポート・プログラム
　ボランティア・サポート・プログラムは、国が管理してい
る道路を対象として、道路の美化や清掃を地域住民、企業
などの実施団体、協力者（市町村）、道路管理者の３者で協
定を結びそれぞれの役割を分担して道路を守っていく取り
組みです。また、国道を含めた地域の清掃活動を行ってい
る地元中学校などの団体もあります。大磯町では東海道松
並木の美しい景観保持のため、水仙などの花を植えたり、
道路の清掃活動を行っています。

安全・安心な道路利用のために

発行：国土交通省関東地方整備局 横浜国道事務所
〒221-0855　横浜市神奈川区三ツ沢西町13-2　TEL045-311-2981

H25.3

道路の異状を見つけたらご一報ください

「道の相談室」
●相談内容の回答については関係する機関から後日回答となる場合もありますのでご了承下さい。

緊急通報以外の道路相談は道の相談室へ
ホームページアドレス

路面の穴ぼこ

路肩の崩壊

路面の汚れ（ 油・土砂）

故障車・落下物

＃99109910＃9910 24緊急
通報

（無料）（無料）（無料）

時間
受付道路緊

急

ダイヤル

国土交通省関東地方整備局・東日本高速道路株式会社・首都高速道路株式会社・中日本高速道路株式会社実施機関

あ!!
ケータイ等で 1.首 都 高 速

2.その他の高速道路
3.それ以外の道路

安全な場所へ停車して 道路の番号を選択

道路の異状を発見 緊急通報 道路の選択
（上記から道路の番号を選択してください）

道路の選択
（上記から道路の番号を選択してください）

1.東名高速・小田原厚木道路・
   西湘バイパスなど
2.中央自動車道・
　八王子バイパスなど
3.その他の高速道路

※特に高速道路については、異状箇所特定のため、道路名、進行方向、キロポスト、周辺の施設名等をご確認いただきますよ
うお願い致します。※県管理の道路等については、夜間・土・日・祭日は対応出来ない場合もあります。※故障車は、高速道
路のみ対象となります。※事故情報は、警察（110 番）へ連絡してください。ただし、首都高速道路においては、事故を含む緊
急事案全般を受け付けます。※道路交通情報については、（財）日本道路交通情報センター（TEL.03-3264-1331）へお問い合
せください。※道路交通法により運転中の通話は禁止されています。駐車場等の安全な場所に停車しておかけください。

http://www.ktr.mlit.go.jp/honkyoku/road/michi/




